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新年ましておめでとうございます。 

会員皆様にはどのような新年を迎えられましたでしょうか。

昨年は年初に能登地震、夏は各地で豪雨災害があり、   

また今年は阪神淡路大震災から３０年と災害が身近に   

感じられる出来事が続いて来ました。 

町内会では昨年末「みずき野地区防災計画」を策定し 

皆様に問題提起とご協力のお願いを発信しました。     

ご理解の程よろしくお願いいたします。さて、本年も初詣・  

どんど焼き・新年を祝う会、から町内会活動を開始しました。    

今後は雛飾り・鯉のぼり・七夕飾り・夏祭り・夕涼みの会・敬老  

行事・健康フェスタ等季節ごとの行事実施、防災訓練・環境美化・     

間伐作業など皆様との協働作業を通じて、住民の皆様の参加をお願いしながら、町内会活動を      

推進して参ります。 

本年一年が､会員皆様とご家族様のご健勝を願うと共に「出来る事を」「出来る範囲で」「出来る形で」  

との方針で町内会活動を進めさせて頂く所存です。 

引き続き､皆様のご理解､ご支援をよろしくお願いいたします。           
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12 月とは思えない暖かな天候に恵まれた町内会主催の

今年最後のイベントである「クリスマスジャズコンサート」は､

プロ演奏家により中央公園ステージで開催されました。  

演奏は第一部が 14:00～14:40（演奏曲：雪のクリスマス・ 

クリスマスイブ・サンタがやってくる他）､第二部が 16:00～

16:45(演奏曲：ママはサンタにキッスをした・ゲレンデが  

とけるほど恋をしたい・ホワイトクリスマス他)の二部構成で

行われました｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、集会所前の中央公園で

は､みずき野朝市が 10 時から 15

時まで開催され 10 店舗ほど出店

されました｡お馴染みとなった   

もったいない市も 10 時 30 分に 

オープンし、多くの住民が押し  

かけていました。 

 

夕方 5 時からは、妖怪研究所有志の皆様による竹灯りの

点灯式がみずき野広場で行われました。 

集まった住民達でカウントダウンをして点灯させました。 

点灯の瞬間は歓声があがりました。 

(広報委員) 
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親子が参加してのミニ門松作りが､ 

12月 28 日(土)に行われました｡当日の

気温は低かったですが､晴天に恵まれ

風も無く､門松作りには絶好の環境   

でした。町内会が用意した台座や飾り

つけ材料を使って､それぞれ独自の 

感性で自分好みのミニ門松作りを   

しました。子どもたちは自分の作成した

ミニ門松を手に笑顔で帰って行きました。 

門松作りでは、町内のボランティアが参加し早朝から､竹､笹､松､山茶花､ナンテン､ 

センリョウなどの切り出し､竹の切り口作り､３本の竹の組みそろえ､台座のコモ巻き､  

門松の飾りつけなどの作業が手際よく進められました。門松は､４基作成され､みずき野

集会所に一対､郷州公民館に１基､みずき野ひろばに１基飾られました。 

(広報委員) 

町内会防災部の協力の下､どんど焼きが､   

１２日 (日 )少々厳しい寒さのなか開催されました。多数の     

皆さまが持ち寄られたお正月飾りが次々と火に放たれ､この  

一年の無病息災を祈りました。野球場グランドでは､何年か振りに

子どもたちが手製の凧を揚げる風景が見られました。 

 

 

 

 

 

新年会は、年男年女ご夫妻の鏡開きから始まり､樽から  

溢れ出るお酒の香りに会場が満たされました。その後は、 

フラサークル｢ブルームーン｣と｢プリメリア｣のフラの演舞が披露され､参加者   

一同､異国情緒あふれるひとときを過ごしました。 

最後は､誰もが参加でき

るジャンケン大会で白熱。  

見事景品をゲットした参加者には､大きな歓声が  

沸き起こり､会場全体が一体となって新年を祝い、   

笑顔あふれる一日となりました。      (広報委員) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品を前に集合写真 
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12 月 18 日(水)にみずき野集会所にて恒例の 

忘年会が開催され 49 名が参加しました｡澤田 

会長の挨拶と乾杯で始まり､美味しい食事を  

しながら歓談しました｡アトラクションでは､4 丁目の角井様に 

よるマジックが披露され大いに盛り上がりました。参加者     

全員でのビンゴゲームやカラオケ大会も行われ､最後に豪華賞品

が当たる抽選会で幕を閉じました｡参加者からは｢とても楽し 

かった｣｢準備ありがとう｣などの感謝の言葉が多く寄せられ､ 

集会所での開催は正直不安もありましたが､役員一同ホッと胸を

撫で下ろしました。              (みずき会副会長 菅野 徹夫) 

 

 

 

 

 

 

 

 

「一茶と守谷」と題し講和を実施致しました。講師は地元の横張様に依頼し    

2 月 6 日（木）講演時間が 1 時間 30 分の長丁場でありました。参加者は総勢    

48 名で大変盛況でした。皆様の感想は、一茶と守谷との親密な係わりと一茶の 

凄まじい生き様に感銘を受けましたとの感想で有りました。        (みずき野支部支部長 大村 光弘) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年は来るべきトランプ旋風に身構えながらも比較的穏やかなスタートとなりました。本号は記念 

すべき 50 号となります。創刊が 2012 年(平成 24 年)8 月ですので 13 年目を迎えています。新しいサークルや    

県人会立ち上げの記事に当時のみずき野の活気が感じられます。この節目の折に､本誌が「令和 6年度茨城県教育

広報コンクール」で優秀賞に選定されたとの報が届きました｡会員の皆様と喜びを共有しながら､今年も本誌とホーム

ページで町内の動静を伝えてまいります。                                 （広報委員 大森 昭彦） 

    

楽しかった！

社会福祉協議会 

みずき野支部主催 

編集後記 

定期総会開催のお知らせ 
コロナ感染から今年で 5 年が経過､やっと日常 

生活が戻り各地への観光なども盛んになっている       

この頃です。 

今般、町内会としても 5 年ぶりに定期総会を     

開催する運びとなりました。   

尚、定期総会開催の詳細に尽きましては､別途   

回覧にてご案内申し上げます。 

会員の皆様方のご出席をお待ちしております。 

定期総会開催日予定日 

4月 13日(日) 

開催会場 

郷州小学校体育館 

開催時間 

午前 9時 30分～11時 

定期総会資料・書面表決資料配布予定 

3月 25日(火) 

  


